
「宮ヶ瀬ダムナイト放流」
観覧者を募集！
多くの方に大好評の「宮ヶ瀬ダムナイト放流」を今年も開催します！ 
ライトアップされた幻想的な雰囲気の中、宮ヶ瀬ダムのダイナミック
な放流をお楽しみください。
今年は音楽演奏やダンスなどのステージイベントのほか、愛川第１発
電所の見学や町特産品の販売、各種模擬店の出店なども行います。
また、イベントのフィナーレには花火の打ち上げもあります。皆さま
のご応募をお待ちしています。

◉放流時間 １回目：午後７時～、
２回目：午後７時４５分～
（各回６分間程度）

◉集合場所 県立あいかわ公園北駐車場

◉募集人数 １，２００人（応募多数の場合は抽選）

◉参加費用 高校生以上１，０００円（当日集めます）
中学生以下は無料

◉申込方法 町ホームページから申し込むか、往復はがき
に申込用紙（町公共施設や町ホームページ
で配布）を貼り付けて、下記へ

〒243-0392
愛川町角田251-1 愛川町役場商工観光課

申込期限は
9月8日（金）（当日消印有効）

商工観光課 観光振興班 ☎（内線）３５２３●問

町ホームページ
「宮ヶ瀬ダム放流の観覧者募集」

10月28日（土）開催 午後5時～8時
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「元気券」の引き換えはお済みですか？
７月２１日～２３日で、「いのちと暮らしを守る あいかわ元気券（振興券）」
の引き換えを行いました。この引き換え期間中に受け取りができな
かった方は、次の方法でお受け取りください。

◉注意事項
郵送した「引換券」を必ずお持ちください。
「引換券」がない場合は、お問い合わせください。

◉振興券利用可能期間
１２月３１日（日）まで

◉引き換え場所・時間

役場本庁舎４階（商工観光課）
平日の午前８時３０分～午後５時

●

◉振興券利用可能店舗
振興券引き換え時に店舗一覧表をお
渡しします。また、町ホームページにも
掲載していますのでご覧ください。

町ホームページ
「いのちと暮らしを守るあいかわ元気券」

商工観光課 商工労政班
☎（内線）３５２4

●問

ラビンプラザ（半原公民館）、レディースプラザ（中津公民館）
平日・土曜、日曜、祝日の午前８時３０分～午後９時
（８月２９日は除く）

●

※両公民館での引き換えは8月31日（木）までです

子どもたちへお花や
ペットボトル飲料をプレゼント！
コロナ禍でこれまで制限を強いら
れながらがんばってきた町内の
小・中学生へ、終業式を前に町から
メッセージを付けてハイビスカス
を贈りました。
また、ペットボトルの水平リサイク
ル推進プロジェクトとして、サス
テナブルボトル（ペットボトルから
ペットボトルへ再生されたボト
ル）飲料と啓発チラシを小・中学
生のほか、県立愛川高校の生徒
へ配布しました。

笑顔の花プロジェクトについては
教育総務課 庶務施設班 ☎（内線）3611
ペットボトル水平リサイクル
推進プロジェクトについては
環境課 廃棄物対策班 ☎（内線）3513

●問

●問

配布されたボトル飲料とチラシを持つ愛川高校生

7月19日（水）撮影予定

担任の先生からハイビスカスを受け取る児童
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女性消防士の活躍を推進！

７月５日、消防本部では初めて女性消防士を採用したこと
から「女性消防吏員活躍推進研修」を開催しました。
当日は、女性消防士を含む署員52人が参加し、総務省消
防庁から派遣されたアドバイザーの横浜市総務局危機管
理室危機管理部 稻村宣泰
部長から、女性消防吏員活
躍の経緯や働きやすい職
場環境づくりについて、講
演いただきました。

「防災士等スキルアップ研修会」を
開催しました
6月24日、地域で防災活動の中心的な役割を担う防災士
の方などのさらなる知識・技能の向上や情報共有を図るた
めの「防災士等スキルアップ研修会」を開催しました。
研修会には、防災士や防災指導員の方など35人が参加し、
地域防災インストラクター
の一政弘之氏によるゲーム
方式の避難所運営訓練を
行ったほか、意見交換など
が行われました。

実施場所や時間などは、
各行政区の回覧板などで
ご確認ください。

「自主防災訓練」に参加して
もしものときに備えよう！

危機管理室 危機管理班
☎（内線）３７８２

●問

防災対策には、「自助｣「共助｣「公助｣という3つの柱があります。
大規模な災害が発生した際には国や県、町が取り組む「公助」の機
能が麻痺する可能性があるため、自分の身は自分で守る「自助｣の
ほか、自分たちの地域は自分たちで守る「共助｣が特に重要となり
ます。過去の災害においても、地域住民による救助活動などに
よって多くの命が守られました。
今年は１１月にかけて各行政区で自主防災訓練が実施されます。
尊い命を災害から守るため、訓練に参加して地域防災の連携の
輪を広げましょう。

【情報収集訓練】
災害発生後、地域の被害状況や住
民の安否などを調査し、収集した
情報を正確・ 迅速に自主防災組織
本部や役場の災害対策本部に報
告する手順などを訓練します。

【給食・給水訓練】
災害時に救援物資が来るまでの
間、必要な飲料水や食料を地域で
供給するため、食料などの配布や
給水・炊き出し訓練を行います。

【初期消火訓練】
水消火器を使用して消火器の使
い方を習得する訓練のほか、バケ
ツなどを利用して消火を行うバ
ケツリレー訓練などを行います。

【避難訓練】
避難経路や避難時の携行品、誘導
の方法などを確認するほか、担架
や車いすなどを使用した避難行動
要支援者の避難などの訓練を行
います。

救急車が到着するまでの間に、ＡＥ
Ｄを使用して、地域の皆さんで救
命措置を行えるよう訓練を行いま
す。また、自宅にあるものを活用し
た負傷者の搬送訓練も行います。

【救急・搬送訓練】

例えば、こんな訓練を行います！

自分たち（地域）は
自分たち（地域）で

守る

行政機関など
（消防・警察・自衛隊など）が

守る

自分（家族）の命は
自分（家族）で守る

自助

共助 公助


